基礎教育段階における国語科脅威材の日中比較　一年生上冊の内容から見る by 曲 志強
基礎教育段階における国語科脅威材の日中比較　一
年生上冊の内容から見る
著者 曲 志強
雑誌名 平安女学院大学研究年報
号 18
ページ 94-102
発行年 2018-03-31
URL http://id.nii.ac.jp/1475/00002331/
基礎教育段階における国語科教材の日中比較
－－一年生上冊の内容から見る－－
曲 志強＊
要 旨
子供に対する集団教育は幼稚園もしくは保育園に始まり、小学校ではさらに発音、仮名（中国はピ
ンイン）及び漢字などの国語の基礎的な教育がなされる以外にも、国民として優れた社会人を育てる
ための道徳教育が開始される。日中両国の社会制度や民族性は異なるが、この時期は国民を育てるた
めに必要な基礎的な国語の学力を習得すると同時に、道徳や価値観を養うという点は一致する。本稿
では、日中それぞれの国で最も多く使用されている『国語』（1年生上冊）の教科書を用い、それら
に収録されているテーマを比較し、さらに両国の最新の「小学校国語科学習指導要領」も考察対象に
加え、教科書による社会的価値観形成への参与の度合い、国語教材の内容の方向性、また両国の国語
科の学習指導要領上の規定などの要素がどのように教科書に反映されているか等について分析・考察
した上で、両国の低学年の国語科教育の現状を理解し、国語科教育の改革への参考に供するものであ
る。
〔キーワード〕 国語科教育 価値観 教材内容
はじめに
子供は幼稚園もしくは保育園を卒業後、小学校において、本格的な国語教育を受け始めるようにな
る。この時点での国語教育（中国語では「語文」教育であるが、便宜上、日中とも国語教育と称す
る）は、発音、仮名（中国はピンイン）及び漢字などの教育である。しかし、同時に、1人の国民と
して必要とされる思想および道徳や価値観などの教育も始まる。社会的価値観の教育を担う低学年段
階の生徒に対する国語教育において、社会制度も国情も明らかに異なる日本と中国両国において方法
上いかなる差異があるかは興味深い問題である。日中両国の基礎教育段階の国語教育指導要領（中国
語では「語文課程標準」）の目標が教科書の中に如何に反映されているのかなどの問題に関する研究
は、日中両国の基礎段階の国語教育状況に対する促進と改善にとって参考になると考える。
なお、先行研究に関しては、管見によれば、日本では教材開発の視点から日本の国語科の教材を分
析した桜本明美（2014）、曲璐璐ら（2012）などの研究があるが、日中両国の比較をしたものは未見
である。一方、中国では日中両国における義務教育段階の国語科教材に関する比較研究が盛んである。
近年のものとして、耿雪（2017）は教材の語彙や文章のテーマを中心に、日本の『こくご』（光村図
書出版）および中国の『義務教育課程標準実験教科書・語文』（人民教育出版社）を比較し、文章の
テーマを自然・動物・日常生活などのいくつかの枠に分け、統計的な分析を行っているが、統計的な
分析の段階にとどまり、内容に関する踏み込んだ考察は十分ではないと言える。また、耿が参考とす
る日本の国語科学習指導要領は、平成 20 年公布のもので、最新の状況を把握するには適切ではない
と思われる。他に、王振陽（2015）も同様に『こくご』（光村図書出版）および『義務教育課程標準
＊：中国厦門大学嘉庚学院多元文化中心 副教授
曲 志強
－ 94 －
実験教科書・語文』（人民教育出版社）を対象に比較研究を行っている。王の研究は、教材の構造
（ユニットの数などを含む）、文章のジャンル、テーマ、文章の構造、語彙の比較など幅広い分野にわ
たっているが、資料的な分析に終始している感が否めない。
日本と中国両国において、子供を国民として育てる上で必要である道徳教育や価値観教育における
異同をより客観的に認識するため、日中両国の基礎段階の国語教育を対象に分析・研究し、実況を把
握しようと思う。本研究は先行研究を踏まえ、日本で最も使用されている光村図書出版株式会社の
『こくご・一上』および中国で圧倒的に使用されている人民教育出版社の『義務教育課程標準実験教
科書・語文・一上』（以下『語文・一上』と略す）を分析、考察の対象とする。また、日中両国の国
語教科書の内容の主題設定の異同については日本文部科学省公布の「小学校国語科学習指導要領」
（2017 年版）と中国教育部公布の「義務教育語文課程標準」（2011 年版）を参考に分析を行った。
1 ．生徒に与える第一印象
小学校に入学した 1年生が初めて開く国語の教科書がどのようなものであるか、まず日本の場合に
ついて考察する。光村図書『こくご・一上』（2016）の表紙を開けると、まず目にするのは教材の目
次ではなく、「あさ」という一首の詩である。その内容は以下のようになる。
①
いい こと たくさん
いちにちが
はじまる
ぼくも
わたしも
せんせいも
つながる
つながる
まるく なる
みんな なかよし
いちねんせい
また、挿絵としては生徒たちが先生の傍に集まり、楽しく「みんななかよし いちねんせい」を
歌っている場面である。この詩の後、続いて「さあ はじめようか」という文字がある。つまり、こ
の後、学習がスタートするのである。しかし、この単元では、文字の学習はまだ始まらない。引き続
き現れるのも「あさ」の詩と同じく、一面に描かれた大きな挿絵が連続し、文字は極わずかであり脇
役となっている。学校で必要となる予備知識を 4つのパートに分けて紹介している。1つ目は、「な
んて いおうかな」というテーマで、教室に入る時、先生に質問された時、先生の事務室に入る時な
ど学校生活で必要となる 6つの場面が描かれており、それぞれの場合にふさわしいあいさつや返答な
どの基本用語を身に付けさせるための内容となる。2つ目のテーマは「どんな おはなしかな」であ
り、絵本を手にした先生が、生徒にお話を聞かせている場面の挿絵があり、上部分には『ぼく、だん
ごむし』、『バナナ』、『かいじゅうたちのいるところ』など 6冊の絵本を紹介し、教科書以外の読書を
提唱する内容となっている。また、その後イラストや写真を用いた「鉛筆の正しい持ち方」の説明が
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ある。これらのページは多くの挿絵を使い、具体的な内容であり、また幼稚園や保育園の日常活動に
極めて近いところから、生徒たちに親近感を与えると思われる。3つ目のテーマは、「どうぞ よろ
しく」で、自分の名前と学年を書いた紙を持って、新しい友達を作る子供たちの様子が描かれている。
そして、4つ目のテーマは「こえの おおきさ、どう するの」である。これは、授業中、教室内、
廊下、グランドといういくつかの場面において自分の声の大きさを意識させるという目的であろう。
そして、国語の始めの学習である「あ・い・う・え・お」という平仮名の勉強は、20 ページから始
まっている。
一方、中国の教科書はどのようになっているだろうか。中国人民教育出版社の『語文・一上』
（2001 年）の表紙を開けると、まず目次があり、この半年でどのような内容を勉強するのかが整然と
羅列されている。目次の後、一面大きな挿絵が 2ページ連続している。最初の挿絵は、2人の小学生
がランドセルを背負って、楽しそうに学校へ向かっているもので、小学校の外側には「新入生を歓迎
する」というスローガンが掛けられてあり、小学校の正門で親が子供を見送っている姿も描かれてい
る。次の挿絵は、教室の中の風景である。左側の挿絵には、黒板に書かれている動物の名前の漢字を
指さす女子生徒のそばで先生が微笑んでいる姿が描かれている。右側の挿絵の上部には国語の教科書
を読んでいる男の子が描かれており、下部には姿勢正しくノートに字を書いている女の子が描かれて
いる。これらの挿絵からは、小学校は幼稚園や保育園と全然違い勉強中心であるというメッセージを
強く感じる。この挿絵の 2ページが終わると次には「a·o·e…」とピンインの学習が始められている。
どきどきわくわくした気持ちで新 1年生になった生徒が上述の教科書を手にした時の気持ちはどう
であろうか。上述のそれぞれの教科書の最初の数頁は生徒に幼稚園や保育園と異なる学校生活のイ
メージを与えるだろう。『こくご・一上』が生徒に与える印象は、小学校は幼稚園や保育園の続きで、
みんな楽しく仲良く過ごす「いいことたくさん いちにちがはじまる」場所だというイメージを持つ
であろう。一方、『語文・一上』が生徒に与える印象は、小学校は幼稚園や保育園と違い、真面目に
勉強する場所だというイメージが強いのではないかと思われる。
『こくご・一上』は、仮名の勉強に入る前の内容が充実している。その内容は以下の 2つに分けら
れる。1つは、学校は先生や他の生徒と楽しく過ごし、また楽しい雰囲気の中で楽しく読書できる所
だということ。もう 1つは、学校ではマナーが必要であり、それぞれに決まった言い方と規範となる
行為があるということ。ここから生徒は、小学校というところはマナーが必要でみんなと仲良く勉強
したり先生の面白いお話が聞ける所だという期待感が湧くであろう。文字学習に入る前の段階でこれ
らを教えている所から、マナーや他人との協調・共存を中心とした道徳教育が強調されている傾向が
見えてくる。一方、『語文・一上』は中国語の基礎的な発音知識となるピンインの学習が始められ、
本格的な知識の学習が開始されている所から知識教育が強調されている傾向が分かる。
子供たちは、小学校に入った途端、幼稚園児から小学生となる。しかし「当たり前のことだが、6
歳から 7歳になることに何も生物的な大きな変化があるわけではないだろう」（石黒 2016:20）。石黒
の説によれば、小学生になったとはいえ小学校低学年の生徒はまだ小学生としての自覚はなく、小学
校はただ幼稚園や保育園の延長線でみんなと楽しく過ごすところだと考えられていると予測できる。
そのため、『こくご・一上』に見られるように「みんなが楽しく仲良く過ごせる」のような雰囲気で
あれば、子供たちは心理的にはより受け入れやすいであろう。そして、この友達の輪の中で自分の意
思を伝えるためには、言葉が必要であるという認識を自然に促すことができ、さらに、言葉にはマ
ナーとしての機能があるということに気付かせ、マナーの行為とそれに付随する言葉の使い方、声の
大きさとマナーなど子供が幼児から生徒へと成長する際に必要な言葉に関する認識をわかりやすく具
体的に提示している。国語の教科書の冒頭にこのような内容を配置することによって、生徒の学習意
欲をより自然に引き出しつつすでに幼児ではない生徒としての自覚ある行為を促すものとなっている。
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『語文・一上』のように小学校が幼稚園や保育園と全く違い、勉強が主であるという部分を強調する
のは学生としての自覚を促すという点では正しいのかもしれないが、場合によっては、必要以上に生
徒に学習に対する圧迫感を感じさせるのではないだろうか。
2 ．第一課の内容について
青木（2016:4）は、子供と言葉について、「子どもの学びは、思考も表現も、言葉が支えています。
ですから、子どもの学びをつくる力をつけることは、言葉の力をつけることと切り離して考えること
はできません」と指摘している。言語の学習は、一人間の思想の成長に最も直接的な繋がりがあり、
国語科教材の 1つ 1つの内容はその役割を担う根源となっている。
日本の『こくご・一上』の第一課の文章のテーマは「えを みて はなそう」であり、イラストを
見て動物のさるを探すという内容である。イラストには、簡単な会話例が付いている。光村図書の
『各学年の指導事項と授業時数の配当』によれば、この文章が反映する学習指導要領（2008）「第 2章
各教科 第 1節国語」の内容は、次の 2つある。
A 話すこと・聞くこと
（1）オ
互いの話を集中して聞き、話題に沿って話し合うこと。
（2）（イ）
尋ねたり応答したり、グループで話し合って考えを一つにまとめたりすること。
つまり、「書く」と「読む」の訓練を行う前に、まず生徒の「聞く」および「話す」能力を要求し
ている。
一方、『語文・一上』の第一課は詩で、そのテーマが『地（「軽く優しく」という意味）』で全
文の日本語訳は次のようになる。
②
うさぎさん うさぎさん 優しく飛びなさい
ワンちゃん ワンちゃん ゆっくり走りなさい
もし草を痛めたら
君たちはもう友達じゃない
（筆者訳）
要するに、第一課から小学生としては何をすべきか、何をすべきではないかが教えられており、実
質的に「是と非」の教育になっていると言ってもよいであろう。しかし、生徒の側から見れば、説教
されるより絵を見て動物を探す方が断然楽しい時間ではないかと考えられる。
3 ．一上の内容分類比較
『こくご・一上』と『語文・一上』の内容を、テーマから整理すると、「1.自然と景色の内容」「2.
古典内容」「3.動物関係の内容」「4.決まった話題について話す練習」「5.人間の行動」「6.日常生活の内
容」「7.発音練習の内容」「8.仮名、漢字及び数の構成練習の内容」という 8つの種類に分けることが
できる。次の表 1は、2つの教材の文章をこの 8つの種類により分類したものである。なお、『語文・
一上』の文章名の後に付いている括弧内は、著者による日本語訳である。
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表 1 『こくご・一上』と『語文・一上』内容分類対照表
種類名 『こくご・一上』の文章名 『語文・一上』の文章名
1. 自然と景色の内容 1 あさの おひさま
2 おおきく なった（朝顔の葉っぱ）
3 うみの かくれんぼ
1 月儿弯弯（三日月）
2 彩虹（虹）
3 秋叶（ひらひらと秋の葉っぱ）
4 四季（四季）
5 小小竹排画中游（竹の筏が絵の中で
泳ぐ）
6 小小的船（小さな船）
7 阳光（日の光）
8 菜园里（菜園の中）
9 雨点（雨の滴）
10 天上的小白羊（空の白い子羊）
11 哪座房子最漂亮（どの建物が一番き
れいかな）
12 西南北（東西南北）
2. 古典内容 1 おむすび ころりん
2 おおきな かぶ（ロシア）
1 一去二三里（二、三里を行く）
2 咏（がちょう）
3 画（絵）
4 画（鶏を描く）
5 静夜思（『静夜思』詩）
6 （『農民を憐れむ』詩）
3. 動物関係の内容 1 えを みて はなそう（さる）
2 かきと かぎ（さる）
3 はなの みち（くま）
4 ねこと ねっこ（ねこ）
5 くちばし（とり）
6 はをへを つかおう（わに）
7 ゆうやけ（きつね、くま、うさぎ）
1 地（軽く優しく）
2 在一起（一緒に）
3 小白兔（うさぎちゃん）
4 有礼貌（礼儀正しい）
5 比尾巴（しっぽ比べ）
6 自己去吧（自分で行こう）
7 一次比一次有步（一歩一歩進歩し
ている）
8 小松鼠找花生（栗鼠が落花生を探す）
9 雪地里的小画家（雪地の小さな画家）
10 雪孩子（雪だるま）
11 小熊住山洞（熊さんが洞窟に住む）
4. 決まった話題につい
て話す練習
1 わけを はなそう
2 おもいだして はなそう
3 たからものを おしえよう
4 すきな こと、なあに
5 ほんは ともだち
6 なつやすみの ことを はなそう
1 有趣的游（面白いゲーム）
2 我的画（わたしたちの絵）
3 做不好（こうしては良くない）
4 我会拼（わたしはパズルができる）
5 怎么（どうすべきか）
6 小兔南瓜（うさぎさんがかぼちゃ
を運ぶ）
5. 人間の行動 1 あさ（みんななかよし）
2 おばさんと おばあさん
3 いちねんせいの うた
4 こんな ことを したよ
1 迎台湾小朋友（台湾の友達を歓迎
する）
2 登山（登山）
3 在家里（家において）
4 操上（運動場）
5 和小（おじいちゃんと小さな木）
6 平平搭木（平平ちゃんが積み木で
遊ぶ）
7 借生日（誕生日を貸す）
8 我多想去看看（実に天安門を見に行
きたい）
9 我
北京、我
五星	旗（私は北京
と国旗が好き）
10 （橋を渡る）
6. 日常生活の内容 1 おもちやと おもちゃ 1 比一比（比べてみよう）
2 自商（スーパー）
3 猜一猜（なぞなぞ）
4 影子（影）
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その 1、自然と景色の内容
『こくご・一上』には、自然や景色などを題材にした「1あさのおひさま、2おおきくなった、3
うみのかくれんぼ」など 3つの文章があり、教材全体の約九分の一を占めている。一方、『語文・一
上』には、「1月儿弯弯（三日月）、2彩虹（虹）、3秋叶（ひらひらと秋の葉っぱ）、4四季（四
季）」など 12 篇の文章があり、全体の約 4分の 1を占め、一番多い種類である。両方には収録された
篇数の差があるが、内容的には自然的な景色を表現しているという共通点がある。また、中国の『語
文・一上』の特徴として、文が短くてリズム感があり、朗読しやすい文章が多いのが特徴である。
その 2、古典的文学作品
古典的文学作品について考察する。『こくご・一上』には、日本の伝統民話「おむすびころりん」
とロシアの民話「おおきなかぶ」のふたつが収められている。一方、『語文・一上』には、「1一去二
三里（2、3里を行く）；2咏（がちょう）；3画（絵）；4画（とりを描く）；5静夜思（静夜
思）；6（農民を憐れむ）」など六篇が収録されている。植松（2011:13）は国語科教育における
古典内容の役割について「昔話や故事成語、古典などの言語文化に触れることで感性や情緒を育み、
長い歴史の中で培われてきた伝統を認識し、日本人としての誇りを感受できるものになる」と指摘し
ている。『こくご・一上』中の古典文学作品を「日本人としての誇りを感受できるものになる」とい
う観点から考えると、日本の人々が昔から親しんできた「おむすびころりん」が入っているのは適切
だと思う。一方、ロシアの民話「おおきなかぶ」が選ばれているのは意外に感じる。しかし、一年生
の 1冊目の内容として、日本人としての感性や情緒を育むより、まず日本語で読む時のリズムの魅力、
そして体を使いながら感情を表現しやすい教材としての魅力を評価したためであると思われる。さら
に、「おおきなかぶ」に含まれる「みんなで協力し合ったら、できなさそうなことでもやりぬける
よ」というメッセージを生徒に伝えたかったのではないかと思う。これは、『こくご・一上』の表紙
を開けてすぐ見える「あさ」という詩の、「ぼくも わたしも せんせいも つながる つながる
まるくなる みんななかよし いちねんせい」の内容と呼応している。常に、生徒に自分が一つの集
団の中にいること、また集団のメンバーとの繋がりを意識させ、共同作業ひいては他人との結びつき
に価値を置いていると言える。一方、『語文・一上』の方は、1から 6までの内容は、全て昔から中
国の人々が親しんできた中国の古典である。強いリズムの感覚、朗読しやすいところは、『こくご・
一上』と同じである。しかし、その中には、李白の「静夜思」と李紳の「農民を憐れむ（）」と
いう唐詩が 2篇もある。唐詩の中では簡単なものだと言えるが、幼稚園や保育園を卒業したばかりの
生徒にとっては、生活感覚とずれがあることは想像に難くない。
その 3、動物関係の内容を考えてみよう
『こくご・一上』にある動物関係の文章は、7つあり、全体の中に一番数が多い種類である。文章
は、全て楽しいおはなしであり、道徳とか「是と非」を語る教条的内容は見当たらない。純粋に楽し
く文章を読むことが目的であろうと思われる。
一方、『語文・一上』には、1から 11 までの内容は、面白い話であると同時に、明らかに「是と
7. 発音練習の内容 1 あいうえおで あそぼう 1 拼音（ピンインの練習）
8. 仮名、漢字及び数の
構成などの練習内容
1 ひらがな あつまれ
2 かたかなを みつけよう
3 かずと かんじ
4 よこがきの かきかた
1 日月明（漢字遊び：「日」と「月」
を合わせると「明」の漢字になる）
合計 28 51
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非」を説く教育的内容になっている。例えば、1の「地（軽く優しく）」は、芝生などの公共施
設はみんなで守ろうという公共道徳を教育する文章である。また、4の「有礼貌（礼儀正しい）」は、
挨拶推奨の内容である。6の「自己去吧（自分でやろう）」は、勇気を持って新しいことにチャレン
ジしようという内容である。7の「一次比一次有步（一歩一歩進歩している）」は、物事をよく観
察するようという内容である。10 の「雪孩子（雪だるま）」は、自分を犠牲し、他人を守るという内
容である。11 の「小熊住山洞（熊さんが洞窟に住む）」は、森（自然）を守ろうという内容である。
子供たちに好まれる動物のはなしを通し、楽しみながら自然にその価値観を形成することを狙ってい
るのだろう。また篇数から言うと、11 篇の動物関係の文章の半分以上は、「是と非」を命題としたマ
ナー、勇気、礼儀などの教育的内容となっている。そして、この種類の文章は、1の自然と景色の内
容に続き 2番目に多く、ここから道徳教育を重視している中国の国語科教育の姿が見えてくる。
その 4、決まったテーマについて話す練習
「話す」練習として、日中ともに決められたテーマについて話す練習をさせている。練習の数は、
日中とも同じく 6つある。日中それぞれの一上に収録されている文章数が違うので、日本の方は全体
に占める比率が、「動物関係の内容」という種類に引き続き 2番目に多いが、中国の方は、全体の 8
分の 1弱ぐらいにとどまっている。なお、『こくご・一上』のテーマは、全て生徒の身近なことや経
験したことなどであり、その話題について行動したことや経験したことに基づいて、話す事柄の順序
を考え、伝え合う練習をしている。一方、『語文・一上』にはこの種類の文章が 6つあり、「有趣的游
（面白いゲーム）」のような生徒の身近なことや経験したことの話題と、「做不好（こうしては
良くない）」のような道徳教育も含めている話題の 2種類に分けられる。練習の目的は、まとまりの
ある話ができることと、自分が興味を持っている身近なことについて簡単に表現できることである。
その 5、人間の行動の内容
人間の行動の内容に関する文章は、『こくご・一上』には 4篇あるが、『語文・一上』には 10 篇あ
る。『こくご・一上』の内容は、「1あさ（みんななかよし）」、「2おばさんとおばあさん」、「3いちね
んせいのうた」である。2と 3の文章の共通点は、人間の行動に不思議な想像を入れて表現するとこ
ろである。例えば、「おばさんとおばあさん」の具体的な内容は「まほうの ほうきで そら とぶ
おばさん。げんきに たいそう おばあさん。」で、面白さと不思議な想像があり、1年生の生徒の
心理的な特徴に合う優れた文章だと考えられる。また、1の「あさ」の主な内容は、「ぼくも わた
しも せんせいも つながる つながる まるくなる みんななかよし いちねんせい」である。3
の「いちねんせいのうた」の主な内容は、「ぼくもかく わたしもかく いちねんせいの一 いちば
んはじめの一」である。1と 3の内容の共通点は、「ぼくも わたしも」一緒に行動することを強調
していることであり、日常生活における人との関わりを意識させるためであろう。また、4の「こん
な ことを したよ」は、「わたし」と「おじいちゃん」が一緒に花火を見た内容であり、やはり人
との関わりについての内容である。
一方、『語文・一上』にある人間の行動の内容に関する文章からは、明確に道徳教育の目的が見え
る。その 10 の文章の道徳教育の目的を、具体的に以下のように分析してみる。
③
1 迎台湾小朋友（台湾の友達を歓迎する）－－祖国統一の政治に関わる意味
2 登山（登山）－－困難を恐れず、勇気を養うこと
3 在家里（家において）－－親孝行すること
4 操上（運動場）－－健康に生きること
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5 和小（おじいちゃんと小さな木）－－自然保護、そして、守る人は報われること
6 平平搭木（平平ちゃんが積み木を遊ぶ）－－みんなの安住を願う
7 借生日（誕生日を貸す）－－親孝行すること
8 我多想去看看（実に天安門を見に行きたい）－－愛国主義の教育
9 我北京、我五星旗（私は北京と国旗が好きだ）－－愛国主義の教育
10 （橋を渡る）－－愉快に勉強する
以上のように、1年生の上（前期）の段階であるが、愛国主義に関する内容と祖国の統一に関する
内容が 3つあり、親孝行の内容が 2つあり、他人の幸せを願う内容が 1つある。つまり、中国のこの
種類の文章は、単純に人間の行動についての言葉や表現力を学ぶだけではなく、明確に価値観の形成
と繋がっており、道徳教育のニュアンスが強い。
その 6、日常生活の内容は、日中両国とも量的には多くない。両国ともに買い物の場面が出ている。
また、その 7の発音練習の内容及びその 8の仮名、漢字及び数の構成練習の内容は、語彙の特徴に関
わる問題で、また量的には多くないことからこの 2冊の比較だけでは異同を分析するに足りないので、
今後の課題にしたい。
4 ．終わりに
本文は、日本と中国の国語科（低学年）教育の現状を理解するため、光村図書の『こくご・一上』
および人民教育出版社の『義務教育課程標準実験教科書・語文・一上』（以下『語文・一上』と略
す）を対象とし、日本の文部科学省公布の「小学校国語科学習指導要領」（2017 年版）と中国教育部
公布の「義務教育語文課程標準」（2011 年版）を参考にし、日中両国の国語教科書の内容の主題設定
の異同を分析し、日中両国の基礎段階の国語教育の実況を把握してみた。
本文の考察結果をまとめてみると、日中国語科教育の 1年生上の教材には次のような 3つの特徴が
あることが分かった。
① 日中とも動物関係の内容が一番多い。これは、両国とも 1年生の生徒の心身発達の特徴を配慮し
ているからである。
② 聞く・話す・読む・書くという 4技能の中では、日本は「話す」を第一に学習し始めるのに対し、
中国は「読む」を第一に学習している。
③ 内容的には、日本は人との関わりを強調している。中国は愛国主義や勇気など道徳教育を強調し
ている。
付 記
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A Comparison of Language Textbooks for Primary Schools
in China and Japan
̶Based on the Contents ofTextbooks for theFirst Semester of GradeOne̶
QU, Zhiqiang
Children begin to receive school education in the real sense when they enter primary schools.
Language education in primary schools (or “national language education” in Japan, henceforth
referred to as “language education”) instructs children in pronunciation, phonetic alphabet and the
writing of Chinese characters while at the same time gradually cultivating their mentality for a
qualified social person. Given the apparent disparities in social systems and national conditions
between China and Japan, do fundamental differences arise as a result in education which is itself a
social value? What are the similarities and differences in the way the two countries conduct language
education for young children? What are the requirements and stipulations in the syllabuses? How are
they reflected in language textbooks? The exploration of these questions will shed light on the
situation of language education for young children in both countries, facilitate mutual understanding
and reference, and promote and improve language education.
Comparing the most popular textbooks in japan and china and referring to the latest Language
Course Standards in both countries, this paper focuses on the themes of the contents of the textbooks
of both countries and contrastively analyzes the actual situation of language education for young
children in china and japan, in the hope of arriving at an objective understanding of the similarities
and dissimilarities in mentality education that aims to cultivate qualified social persons in the two
countries.
Key Words: Language education; value; contents of textbooks
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